
　なだらかな丘陵が続く美瑛。柔らかな曲線にあわせて、

広がる作物ごとに違う色合いになる畑は、まさしくパッ

チワークのように見える。私たちの目を楽しませて、景

観の美しさを醸し出しているのは、この畑の存在が大き

い。当たり前だけど、その畑は自然が作り出すものでは

なく、人の手で作り上げてきたものだ。長年に渡って黙々

とこの地を耕し、作物を作り続ける農業者のおかげで、

この風景が生み出されているのだ。

　この風景には人の仕事の美しさと、この土地に対する

愛情がたっぷり込められていて、それが人を魅了してや

まない風景となっているのだ。風景を眺める度に、苦労

をいとわず日々の仕事を続けてきた人々から、私たちは

素晴らしいプレゼントを受け取っているのである。

　先日、美瑛に行った時「高齢化が進み、栽培に手間の

かからないそば
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に転向する人も増え始め、一面そば
4 4

に

なってしまっては、この美しい景観を保てなくなってし

まう」と現地の方の声が聞こえてきた。その一方で、た

とえばレストランで小麦畑を作る、農業者と力を合わせ

て作物作りに取り組むなど、新しい動きも感じられる。

この風景が町の財産であれば、農業者だけではなく町の

人たちみんなで考えることなのかもしれないと、ふと

思った。

　ジャガイモの花が揺れる初夏は美瑛に行くのに良い

季節。丘を巡り、風景を見渡す。眼前にはここならでは

の壮大な景色が広がり、いつまでもいつまでも佇
たたず

んでい

たくなってしまう。レストランや食堂では地元のおいし

いものを食べ、身も心もふかふかになる。そんな癒しを

与えてくれる、この風景とおいしい食べ物を作り続けて

きた農業者に、とにもかくにも感謝したい。

すずき　もも
イラストレーター・絵本作家／スローフードさっぽろリーダー

東京生まれ、北海道夕張育ち。広告や雑誌、カレンダーなどのイラスト
を描くほか、イラストで綴る町案内の本や絵本などを執筆。代表作に
「さっぽろおさんぽ日和」（北海道新聞社）、近著に絵本「はるとなつ は
たけのごちそうなーんだ？」（アリス館）と今年1月に出版した「おいし
い大地、北海道」（イースト・プレス）がある。また、「スローフードさっ
ぽろ」を2016年に立ち上げ、食を中心に環境や暮らしの大事に取り組ん
でいる。モットーは4つのS。「Simple,Slow.Small.Smaile：ささやかに、
ゆっくり、ほどほどに、にこにこと」。

自然と人の営みが
長い年月をかけて作り上げた
風景の美しさ
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